（様式１）
景観まちづくり推進地区内行為届出書
　年　月　日
今江・まえがわまちづくり協議会
会長　　　　　　　　　　様
申請者　住所　
氏名　　　　　　　　　　　　㊞
法人にあっては、事務所の所
在地、名称及び代表者の氏名
景観まちづくり推進地区内における行為について、次のとおり届出します。
	行為の場所
	小松市今江町　丁目　番地

	設計者
	住　所
	
	氏　名
	

	施工者
	住　所
	
	氏　名
	

	行為の期間
	着手予定日
	年　月　日
	完了予定日
	年　月　日

	行為の種類
	建築物又は
工作物
	用途または種類
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
新築・増築・改築・移転・大規模の修繕・外観の変更・外観の修繕

	
	その他
	広告物の表示
又は設置
	土地の区画
形質の変更
	木竹の伐採
又は植栽
	その他の行為
（　　　　　）


（添付資料）
・平面、立面図
・今江・まえがわまちづくり協定チェックシート
（様式２）
チェックシート
　　　　　　　　　　　　　　　建築物等の名称：　　　　　　　　　　　　　　協議会日時：平成　　年　　月　　日
	区　分
	項　目
	内　容
	守るべき
	望ましい
	まちづくりに対する自己評価
（建築行為等を行う者が記入）
	協議会における審査結果

	建　物
用　途
	用　途
準工業地　域
	□以下の施設は、建てられないものとする。
●遊戯施設・風俗施設・ボーリング場、スケート場、水泳場、ゴルフ練習場、バッティング練習場、カラオケボックス等・麻雀屋、パチンコ屋、射的場、馬券・車券発売所
●次のような種別の工場
・畜舎（15㎡を超えるもの）
・火薬、石油類、ガスなどの危険物の貯蔵施設
●集合住宅・アパート・マンション
	●
	
	
	

	建築物
	壁面線の位置
	□前川に面するまちなみとの調和を図る。
	●
	
	
	

	
	構　造
	□前川の舟運文化の面影が感じられるような落ち着いた和風建築とする。
□木造在来工法を基本とし、ＲＣ（鉄筋コンクリート）構造は用いない。ただし、その他の構造を用いる場合は、意匠・形態をまちなみに調和したつくりとする。
	●
	
	
	

	
	高　さ
	□2階建て以下とする。
	●
	
	
	

	
	屋　根
・庇
	□小松の赤瓦または黒瓦葺きを基本とする。
□色彩は、黒か茶（小松赤瓦を含む）を基調とする。
□切妻造りを基本とする。ただし、やむを得ない場合は入母屋造りも可とする。
□トタン屋根は用いない。
	●
	
	
	

	
	玄　関
	□下屋または庇をつけることを基本とする。ただし、納屋や車庫等、利用形状によりやむを得ない場合はまちなみに調和したつくりとする。
	●
	
	
	

	
	
	□庇の素材は銅板または瓦葺きが望ましい。
□玄関の戸は、格子戸が望ましい。
	
	●
	
	

	
	外　壁

	□木、石、土、漆喰等、伝統的素材を用い、落ち着いた色彩を基調（白～茶系）とする。ただし、やむを得ずその他の素材を用いる場合は、まちなみとの調和に配慮する。
	●
	
	
	

	
	窓や戸(開口部)
	□まちなみや外壁の色に調和した色彩を基調とする。
	●
	
	
	

	
	
	□前川に面する開口部は、伝統的な格子を設けることが望ましい。
	
	●
	
	

	
	設　備
	□設備機器は前川に面する側から見えないように配慮する。
□前面道路および前川に面して自動販売機を設置する際は、まちなみとの調和に配慮する。
	●
	
	
	

	
	
	□設備機器は前川に面する側にはできるかぎり設置しない。ただし、やむを得ない場合は設備機器に緑や目隠し等を設ける。
	
	●
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	工作物
	生垣・門塀等
	□前面道路に面する部分には、できるかぎり生垣または塀を設け、まちなみとの調和、連続性に配慮する。
□塀の高さは150㎝以下とし、内からも外からも人の気配が感じられるようにする。
	●
	
	
	

	
	
	□塀の材料は、観音下石等の伝統的素材が望ましい。
	
	●
	
	

	
	屋　外
広告物(看板)
	□看板を設置する際は、まちなみとの調和に配慮し、ネオンサイン、電光看板などの奇抜な色や大きすぎるものは設置しない。
□看板は自店のもののみとする。
□屋上看板および独立看板は設置しない。
	●
	
	
	

	
	
	□看板を設置するときは、まちなみとの調和に配慮し、木製看板やのれんなどの伝統的意匠の仕上げとする。
	
	●
	
	

	駐車場
・車庫
	駐車場
・車庫
	□車庫の形式や色彩等については、まちなみとの調和に配慮し、通りから車が直接見えないよう、建物との一体化に努める。
□陸屋根、ルーフ型の車庫は設置しないことを基本とする。ただし、やむを得ない場合は、出入口を工夫し、前川に面する側から見えないように、板塀、生垣等の修景を行う。
	●
	
	
	

	個性と
魅　力
	破　風
	□破風板や束を見せるなど伝統的工法を用いる。
	
	●
	
	

	
	腰　壁
	□腰壁に観音下石など伝統的素材を用いる。
	
	●
	
	

	
	建具等の意匠
	□玄関上の意匠に欄間（らんま）等を設ける。
□窓枠や建具等に、伝統的な意匠を施す。
	
	●
	
	

	
	材　料
	□観音下石や瀧ヶ原石など地元の建材を積極的に用いる。
	
	●
	
	

	
	前　庭
	□前庭や敷地内には、木を植えて緑を増やす。
	●
	
	
	

	
	
	□樹種は、在来種が望ましい。
	
	●
	
	

	
	アプローチ
	□舗装材をそろえるなど、道路や隣地との調和に配慮する。
	
	●
	
	

	
	河道との境界
	□河道との境界に塀を設置する場合は、まちなみとの調和に配慮する。
	●
	
	
	


※該当する項目はすべて記入すること。
　該当しない項目は―と記入すること。
（様式５）
景観まちづくり推進地区内行為届出書
　　　年　月　日
（あて先）小松市長
申請者　住所　
氏名　　　　　　　　　　　　㊞
法人にあっては、事務所の所
在地、名称及び代表者の氏名
景観まちづくり推進地区内における行為について、次のとおり届出します。
	行為の場所
	小松市今江町　丁目　番地

	設計者
	住　所
	
	氏　名
	

	施工者
	住　所
	
	氏　名
	

	行為の期間
	着手予定日
	年　月　日
	完了予定日
	年　月　日

	行為の種類
	建築物又は工作物
	用途または種類
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
新築・増築・改築・移転・大規模の修繕・外観の変更・外観の修繕

	
	その他
	広告物の表示
又は設置
	土地の区画
形質の変更
	木竹の伐採
又は植栽
	その他の行為
（　　　　　　）


	行為の内容
	項目
	届出部分
	既存部分

	
	建物
用途
	
	

	
	建築物
	壁面
　線の
　位置
	
	特記事項


	行為の内容
	項目
	届出部分
	既存部分

	
	建築物
	構造
	建築様式
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	
	工法
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（その他の構造とする場合の建築様式）まちなみに調和したつくり
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	高さ
	
	特記事項


	
	
	屋根
・庇
	屋根・庇の素材
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	
	屋根・庇の色
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	屋根の形状
	

	
	
	
	
	

	
	
	玄関
	下屋または庇の有無
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（庇の素材）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（格子戸の設置）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	外壁
	素材や色彩等
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（その他の素材を用いる場合）
	

	
	
	
	
	
	


※　　　　内は該当する場合のみ記入。それ以外は必須とする。
	行為の内容
	項目
	届出部分
	既存部分

	
	建築物
	窓や戸
(開口部)
	開口部の色彩等
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（開口部への格子の設置）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	設備
	配置
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（緑や目隠し等の工夫）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	自動販売機の設置
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（設置の際の留意点）
	

	
	
	
	
	
	

	
	工作物
	生垣・
門塀等
	設置状況
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（塀の材料）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	屋外
広告物
(看板)
	屋外広告物の設置の有無
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（設置している場合の種別やデザイン）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（自店のもののみか否か）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（屋上看板および独立看板の有無）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（伝統的意匠による仕上げの工夫）
	

	
	
	
	
	
	


※　　　　内は該当する場合のみ記入。それ以外は必須とする。
	行為の内容
	項目
	届出部分
	既存部分

	
	駐車場
・車庫
	設置の有無
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	
	（形式や修景方法）
	

	
	
	
	
	

	
	個性と魅力
	破風
	（破風板や束を見せる等の伝統的工法）
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	腰壁
	（観音下石などの伝統的素材の使用）
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	建具等の
意匠
	（玄関上、窓枠、建具等の意匠の工夫）
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	材料
	（観音下石や瀧ヶ原石など地元建材の使用）
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	前庭
	前庭や敷地内への緑を増やす工夫の有無
	特記事項

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（樹種）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	アプローチ
	（道路や隣地との調和への配慮）
	特記事項

	
	
	
	
	

	
	
	河道との
境界
	塀の設置
	特記事項

	
	
	
	
	


※　　　　内は該当する場合のみ記入。それ以外は必須とする。
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